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０．「教育学」をどう考えるか 
伊藤敦広 

 

１．はじめに 

人間社会学部初等教育学科に所属する皆さまは、これから「教育

学」を専門的に学ぶことになります。子どもの教育・保育に携わる

という高い志をもって本学に所属し、研究の技法を身につけようと

している皆さまは、さっそく先生方の興味深い研究内容を見ていき

たいと思うことでしょう。しかしそのまえに、そもそも教育学とは

どのような学問であり、他の学問とどう違うのかについて、一種の

「見取り図」を示しておきたいと思います。どんなことでも、あら

かじめ見通しがあった方が理解は深まるものだからです。 

 

２．「教育学」とはどのような学問なのか 

「教育学」は、その名の通り「教育」を研究する「学(問)」です。

とても当たりまえのことを言っているようですが、ここにはまずお

さえておくべき重要なことが含まれています。 

 

（１）「教育」ということばと代表的な「場」 

まずは「教育」ということばです。皆さまは、「教育」ということ

ばを聞いたときどのようなイメージを思い浮かべるでしょうか。こ

うした質問をすると、おそらく自分が受けてきた教育（被教育体験）

から、高等学校までの学校の風景を思い浮かべるひとが多いと思い

ます。あるいは、小学校や幼稚園（保育所・こども園）で自分が働

いているイメージをすでに思い浮かべている方がいるかもしれませ

ん。 

このようなイメージは、私たちが「教育」のなかでも「学校教育」

をとても大事にしていることを示しています。この立場からすれば、
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「教育とは学校教育のことである」となるでしょう。つまり「教育」

は、たとえば、学校
．．

現場
．．

で先生が
．．．．

子ども
．．．

たち
．．

の成長を願ってさまざ
．．．．．．．．．．

まな働きかけをすること
．．．．．．．．．．．

と理解されるでしょう。ここから、「教育」

を研究する学問である「教育学」も、学校などの現場における教育・

保育をテーマとするものだと考えられるかもしれません。 

しかし先と同じ質問をしたときに、自分が家庭で受けた教育を思

い出す方がいてもおかしくありませんし、そうした答えもけっして

無視できません。この場合、私たちは「学校教育」とは異なる「家

庭教育」の領域に入っています。家庭教育が子どもの心身の成長に

大きな影響を及ぼすことは明らかですから、ここから「教育とは学

校教育のことである」と捉えるのがじつはせまい捉えかたであるこ

とに気づかされます。 

 
一般的に言って、教育は①学校、②家庭、③地域社会という３つ

の「場」で行われ、我が国で行われている教育全体も①学校教育、

②家庭教育、③社会教育に分類されます。３番目の社会教育は、図

書館、博物館、公民館などを活用して地域社会で行われる教育活動

を指しています。社会教育という領域に着目すると、教育の対象が

教育

家庭

地域
社会

学校

図１ 教育の代表的な「場」 
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子どもに限られるわけでもないことがわかってきます。社会教育は

学校外の成人教育も対象とするもので、生涯にわたって行われる学

習（生涯学習）の一部に位置づけられています 1。 

さて、「教育」ということばをどのように捉えるかで、教育学が主

題とする領域も変わってきます。もちろん初等教育学科で学ぶ場合

は、特に初等教育
．．．．

あるいは隣接領域にある就学前教育
．．．．．

（≒保育）に

焦点があてられることになるでしょう。初等教育あるいは就学前教

育（≒保育）とは、学校教育のなかでも小学校教育および幼稚園・

こども園・保育所での幼児教育・保育と言いかえられます 2。 

しかし、教育学は本来、学校現場で先生が
．．．．．．．．

子ども
．．．

たちの成長を願
．．．．．．．

ってさまざまな働きかけをすること
．．．．．．．．．．．．．．．．

という意味での学校教育だけを

対象とするわけではありません。学校現場に限らず、もっと抽象的

に教育を定義することもできます。つまり、教育とはある人が他者
．．．．．．．．．．

に対して成長を願ってさまざまな働きかけをすることである
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

と言う

こともできるのです。こうすると、教育学は生涯にわたって行われ

る人の成長全般をテーマに据えるものになるでしょう。この意味で

教育学とは、一生涯にわたる人間の成長（人間形成）を扱う学問だ

と言うこともできるのです。 

この視点は非常に重要です。子どもは学校や保育施設のなかでだ

け生きるわけではなく、家庭や地域社会といった場でも成長します。

また、保育所、幼稚園・こども園、小学校を卒園・卒業したのちも、

子どもたちは生涯にわたって学習し、成長・発達し続けていくので

す。たしかに、小学校、幼稚園、保育所等での教育・保育に携わろ

うとする皆さまは、学校教育を重要な領域と考える必要があります。

しかし、大学で教育学を専門的に学ぶのであれば、このような「教

育」や「人間形成」の射程の広さを心に留め、生涯にわたる人の成

長を見据える広い視野を持つ必要があります。 
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（２）「学」ということばと伝統的な分類 

つぎに、教育学の「学」ということばについて考えましょう。「学」

は「学問」を意味し、「科学」（science）とほぼ同じものです（厳密

に言うと違いはありますが、議論を分かりやすくするためにまずは

同じものとして扱います）。 

さて、科学とはなんでしょうか。難しい問題ですが、ある辞典で

「科学」は次のように定義されています。 
 

か‐がく〔クワ‐〕【科学】 

《science》一定の目的・方法のもとに種々の事象を研究する認識活動。また、

その成果としての体系的知識。研究対象または研究方法のうえで、自然科学・

社会科学・人文科学などに分類される。一般に、哲学・宗教・芸術などと区別

して用いられ、広義には学・学問と同じ意味に、狭義では自然科学だけをさす

ことがある。サイエンス。（『デジタル大辞泉』小学館） 

 

このように科学とは「一定の目的・方法のもとに種々
しゅじゅ

の事象を研究」

することで得られるまとまりある知識（体系的知識）を意味します。 

人類の歴史において、科学には 2000 年以上の伝統があります。

現在私たちが用いている科学の分類は、19 世紀から 20 世紀にかけ

ての西洋でつくられてきました。その大枠はふつう、自然科学、人

文科学、社会科学という３領域によって示されます。「教育学」とい

う科学について理解するために、研究対象または研究方法によって

区分されるこの３領域の特性を見ていきましょう。 

まずは（１）自然科学 (Natural Sciences) です。自然科学の対

象は「自然」、つまり自然界のさまざまな現象です。物理学、化学、

生物学などが代表的です。典型的な研究手法は、仮説を立て、実験
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や観察を通じて証拠（エビデンス）を提示し、仮説の正しさを示す

というものでしょう。たとえばある物理法則についての仮説を立て、

実験や観察から客観的な証拠が得られたとき、仮説の正しさが証明

される（物理法則が「発見」される）といった手順が考えられます。

この科学は、実験や観察によって人間が経験できることを重視する

ので経験科学（あるいは実証科学）とも言われますが、私たちが科

学ということばを使うときにまず思い浮かぶのはこの自然科学でし

ょう。 

しかし、自然科学の手法は 19 世紀ごろから確立され始めたもの

なので、「科学」の長い歴史からするとこれは比較的新しいものだと

考えられます。これよりもはるかに長い歴史を持っているのが（２）

人文科学 (Humanities) です。人文科学の対象は「人間」、つまり

人間の文化や歴史です。代表的なのは哲学、歴史学、文学などです。

典型的な研究手法は、文字のかたちで残っている歴史資料を正確に

読解し、解釈の妥当性・整合性を検討するというものだと思います

（これは文献学的方法と言ったり、「文献研究」の方法と言ったり

します）。たとえば明治時代の文学作品について、研究者が作品その

ものを読んで意味を理解するだけでなく、それが他の作品とどのよ

うな関係にあるのか、それがどのような社会状況のもとで生まれた

のかなどを明らかにして、その作品が私たちにとってどのような意

味や価値を持つのかを示すといった手続きが取られます。仮説を立

て、証拠を示しながらより客観的で妥当な解釈を探るという意味で

は自然科学と共通するところがあるとはいえ、実験や観察を必ずし

も行わず、研究者自身がどのように解釈するかが積極的な意味をも

つので、人文科学は自然科学的な意味での「科学」とは異なります。

そのため、いわゆる「（自然）科学」ではないことを示すために「人

文学」と言われる場合も多いです（Human Sciences ではなく

Humanities ということばが使われることが多いのはこうした事情



6 
 

によります）。 

自然科学と人文（科）学は、いわゆる理系の領域といわゆる文系

の領域というイメージで捉えてもらってもまずはよいでしょう。 

 

 

さて、この 2 つの科学のあいだにあるのが、（３）社会科学 (Social 

Sciences) です。社会科学の対象は「社会」、つまり人間の集団に見

られるさまざまな現象です。社会学や心理学が代表的ですが、政治

学、経済学なども含まれます。社会科学は自然科学と同じように実

験や観察を重視する経験科学であるとはいえ、対象が人間の行動
．．．．．

で

あるという点に特徴があります。自然科学的な手法を用いて人間の

研究を行っていると言ってもいいかもしれません。たとえば、大学

進学率の変化を数値化して分析するといった手法は、統計的手法と

言われます。また、生物としてのヒトの学習行動を分析するために、

ヒトに最も近い知能をもつとされるチンパンジーの行動を観察する

手法は、実験的手法を用いるものと言えるでしょう。そのほかにも、

学校など特定の人たちがいる現場に赴き、質問紙やアンケートを用

いた社会調査を行うやりかたもあります。これは、実地調査（フィ

ールドワーク）や事例研究（ケーススタディ）の手法などと言われ

社会学 

心理学 

教育学 etc. 

社会科学

自然科学人文(科)学

図２ 学問の類型 
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ます。 

いま挙げたいくつかの例で分かると思いますが、現代の教育学は

社会科学の一部門とされるのがふつうです。このことは、教育が人

間の行動のひとつのあり方である事実からも理解されるでしょう。 

ちなみに、皆さまが所属している「人間社会学部」は、英文で表

記すると ”Faculty of Humanities and Social Sciences” となって

います。直訳すると「人文（科）学と社会科学の学部」です。ただ

し Humanities ということばは日本文学や歴史などを扱う「人間文

化学部」(Faculty of Humanities and Culture）でも用いられてい

ることから、本学人間社会学部の特徴はむしろ社会科学の研究手法

を重視するところにあると考えることができます。実際、人間社会

学部では心理学や社会学が教えられています。 

 

３．教育学は他の学問とどう違うのか————「総合科学」としての教

育学 

教育学が人間の行動をテーマに据える社会科学の一部門に位置づ

けられていることは分かりました。とはいえ、ここで注意すべきこ

とがあります。教育学という領域には特殊な性質がいくつか見られ

るのです。もっとも重要なのは、教育学の「総合科学」としての性

質でしょう。 

教育学が「総合科学」であることは、以下に示した教育学の概念

図に表れています（田中 2003, 235 [図３]）3。ここで「教育学」の

範囲は破線で示されていますが、そのなかにたくさんの「〇〇教育

学」「教育〇〇学」があることが分かるでしょう。ここに記載されて

いる学問はあくまで代表的なものなので、実際にはさらにたくさん

のものが「教育学」の枠内に入ってきます。これを見ていくと、教

育学がこれまで述べてきたような社会科学の分類ではとらえきれな

いことが分かってきます。 
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図３ 教育学の概念図 

なるほど、人間の行動を研究対象にするという意味で、教育学が

社会科学を重視していることはこの図でも示されています。現代の

教育学では社会科学の中心的学問である心理学や社会学の手法にも

とづいて「教育」を研究する「教育心理学」や「教育社会学」とい

う領域が重要なものと考えられています。図の上部には人間の心を

観察する心理学が（個人の心を微視的〔ミクロ〕に観察するという

意味で）、図の左下部には社会を観察する社会学が（人間の集団を巨

視的〔マクロ〕に観察するという意味で）それぞれ太線で描かれて

います。そして、心理学と社会学の領域に重なるかたちで教育心理

学と教育社会学が置かれていることが分かるでしょう。これは、心

理学と社会学というそれぞれの立場から「教育」にアプローチした

ときに、教育心理学と教育社会学という領域が生まれてくるという

ことを意味しています。先に述べた進学率の統計分析などは教育社



9 
 

会学の領域ですし、学習行動の分析とそこから派生してくる動機づ

け理論などは教育心理学の領域になります。心理学や社会学といっ

た隣接の社会科学と重なり合っていることから、教育学が社会科学

の方法を重視していることはたしかです。 

しかし、社会科学ではなく人文学に属する哲学や歴史学の方法で

教育を研究する「教育哲学」や「教育史（学）」などが図の中心に置

かれていることには注意する必要があります。これらは人間にとっ

て教育がもつ意味や価値を探るものとして、教育現象を根本から科

学的に研究する「教育基礎学」の一角を占めています。図では、破

線で示された教育学の左側に太字で「教育基礎学」と書かれている

ことがわかるでしょう 4。 

最後に、「学問志向」の「教育基礎学」と並ぶ領域として、図の右

部分に「教職教育学」という領域が示されている点は重要です。教

職教育学は、客観的な科学的知見の蓄積を目指す「教育基礎学」と

は異なり、学校現場でどのように教育を実践するかという観点から

より実践に近い内容が研究されており、ここには教科教育学、教育

方法学、学校教育学といった領域が含まれます。教育学が総合科学

であると言うとき、「教職教育学」は最も分かりやすい事例になるで

しょう。というのも、たとえば小学校で教えられる代表的な「教科」

には、国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体

育があります。初等教育学科には教科教育法を専門とする先生方が

多数いますが、教科の内容には、人類がこれまで学習してきた事柄

のなかでとくに教えられるべき知識・技能が含まれています 5。こ

の教科教育学という観点からすると、教育学は、先に示したすべて

の科学（人文学、社会科学、自然科学）の領域に重なっていると考

えることができるでしょう。 

教育学が社会科学の一分野だと言い切ってしまえない事情はここ

にあります。むしろ、実情に即して言うならば、教育学は「教育」
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という問題意識を共有する多種多様な科学の集合体なのです。つま

り、それは「教育」という一つの共通のテーマを立てたうえで、さ

まざまな手法を組合せて、理論的かつ実践的に研究されるものだと

いうことです。この意味で教育学は、「総合科学」という性質をもつ

と言われるのです。 

 

４．おわりに——善き教師になるために 

このように見てくると、教育学の領域がきわめて多岐にわたるこ

とがお分かりいただけるでしょう。実際のところ、「教育学」の範囲

は必ずしも明確ではありません。だからこそ教育学は独自の方法論

をもたない寄せ集めの学問だとネガティブな評価をされることもあ

ります。しかしこれは同時に、人間の教育という課題を解決するた

めには、さまざまな分野が協働する必要があることを示してもいま

す。 

これは教育・保育に携わろうとする皆さまに直接関わってくる問

題です。善き教師になろうと思えば、教科教育法や領域の指導法で

学ぶような具体的な指導技術や、各教科・領域の内容に関わる専門

的知識・技能が必須であることは言うまでもありません。とはいえ、

効果的な学習指導を行うには教育心理学的な知識も欠かせませんし、

現代社会のなかで自分が行っている教育の意味を適切に理解するた

めには、教育社会学的な知識もけっして無視できません。このよう

に、「教育」に関わる多種多様な学問の知識を吸収し、将来自分が関

わるであろう子どもたちや、自分が行うであろう教育をできるかぎ

り多角的・重層的に捉えられるようになる必要があります。 

しかし、最後に、科学としての教育学は眼の前にいる子どもたち

にとって本当に善い教育がなにかについて、「正解」を教えてくれる

わけではないということも言い添えておきます。それは、皆さんが

現場に足を踏み入れたときに、大学で学んだ確実な学問的知識をも
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とにして、自分自身で
．．．．．

考える
．．．

必要があります。以降のページで紹介

される初等教育学科の先生方の研究は、具体的な教育学・保育学研

究の模範例として理解すべきものです。ここから、さまざまな研究

の手法を学ぶきっかけを得るとともに、皆さまが自分自身の教育哲

学・保育哲学をつくりあげ、善き教師になるためのヒントを見つけ

てください。 

 

【引用・参考文献】 

田中智志（2003）『教育学がわかる事典』日本実業出版社 

 

 
1日本の教育の根幹を定める法律で、教育の憲法とも呼ばれる「教育基

本法」では、これら３つすべての領域について述べられています。学校

教育については、教育基本法の下位に置かれた「学校教育法」等の法令

によって別個に規定されており、ここからも日本の教育全体のなかで学

校教育は（きわめて重要ではあるけれども）１つの領域でしかないこと

が分かります。 
2 なお、厳密に言うと保育所は学校教育法に定められた「学校」ではあ

りませんが、保育所では教育と養護を一体的に行うことが求められてい

るため、ここでは学校に準ずる施設として併記しています。 
3この概念図は、日本のある著名な研究者が独自に作成したものですが、

ここで示されている教育学の捉え方は研究者のあいだではある程度共

通認識となっているものです。 
4 図で示されているように、教育学は自然科学の応用領域とされる医学

にも関わっています。というのも、たとえば人間の身体的特性について

十分な理解がなければ身体の健全な発達は望めませんし、障害に関する

医学的知識を欠けば適切な障害児教育はできません。こうしたことから

教育学にとっての医学的知識の重要性は理解されるでしょう。 
5 就学前教育（≒保育）では、これら教科学習の基礎をつくるものとし

て、健康、人間関係、環境、言葉、表現という５つの領域の指導法が教

育課程に組み込まれています。 


